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第一節 11多情」孜一江西龍派詩に見える詩語の解釈をめぐって -J は，江西の別集に頻出する「多情」の解釈を
端緒に，その詩語が，江西以前の古典解釈とは異なる，彼の個性の表出した表現であることを指摘する。「多情」の





















して造型し，独自な作風を形成したといえる o ただ， このような理解の背景には建仁寺霊泉院友社の江西龍派や南江
宗況などとの交渉が存し，そこでの杜牧像がより拡大されたわけで，一休も五山文学史との大きなかかわりがあった
と長日られるであろう。
























着の契機を検証していくことが必要になってくる o この方法の重要性はさらに推進すべきであり， これによる成果の
達成により中世文学史も書き換えが必要になるであろう。むしろその視点を持つことが， I五山文学史」の構築にも
つながってくるはずであると論じる。
論文審査の結果の要旨
臨済宗の五つの大寺院が定められたのが鎌倉時代末期，それを五山と称し，鎌倉だけではなく京都にも設置され，
これらの諸寺を頂点とした制度が確立したのが南北朝末期から室町時代初期であった。三段階ある寺格の最上位の五
山に，中世漢詩文のすぐれた禅僧が輩出し，そこで生み出された作品を五山文学と呼ぶ。ただ， これには五山制度内
の僧たちの漢詩文に限定する狭義と，一休なども含めた五山以外の禅僧の作品をも称する広義とが存するが，筆者は
より広い視野のもとに五山文学を論じていこうとする立場にある D
五山文学の隆盛期は南北朝から室町前期にかけてであり，留学する僧も多く，大陸との盛んな交流のもとに，中巌
円月，義堂周信，絶海中津といったすぐれた学僧たちによって膨大な数の作品が作られていった。応仁の乱を境とす
る室町後期になると，横川景三，万里集九，景徐周麟，月舟寿桂などといった詩僧が出現して数多くの漢詩集が編纂
されていくものの，庇護をしていた室町幕府の崩壊とともに，やがて五山文学も衰退していくことになる。このよう
な五山文学史の概観において，室町初期に位置する禅林における文学活動の評価は，前代の継承にすぎなく，独自性
はあまりないとし，特異な存在の一休宗純を除くと，それほど注目されることはなかった。筆者はむしろその時代に
焦点を当て，江西龍派を筆頭とする建仁寺霊泉院友社の禅僧による作品の特色を分析し，新たな詩題の獲得に努め，
禅林だけではなく広く文壇にまで定着させた惟肖得巌の作品に迫る。たんに個人的な作品の追究に終始するのではな
し多人数の参加のもとでの講説や聯句会の場で語られた内容の意義を明らかにし，そこから同時代の歌壇や連歌壇，
さらには画壇とのつながりにまでいたる。
それまでの五山文学は，禅宗という大陸の宗教を学ぶために，習得した語学力も文章力も宋や元の人々にひけをと
-3-
らない力をそなえていたに違いなく，そのような学僧たちによって生まれた漢詩文は，中国人と変わらぬ作風と作品
を残すにいたったとして評価されてきた。しかし， この時代になると日本の風土に定着し，詩題も内容も大陸とは異
なってくるのは当然で，和歌や連歌とのかかわりも，それだけ五山文壇の多様性を示すことを意味してくる。中国文
壇の動向を目にしながらも， 日本のさまざまなジャンルとの交流の親疎により，五山文学は独自の領域を形成していっ
たはずで，その特質を明らかにするとともに，中世文学における五山文学史の書き換えをも意図したのが，本論文の
主旨でもある。
五山文学というのは，国文学の歴史においてはきわめて特異な存在として扱われ，わずかなページが割かれて説明
されるに過ぎなかった。平安朝の漢詩文は近年活発に研究も進展し，和歌や物語文学との交流も盛んになされ，研究
者人口も増大しており，近世の漢詩文にしてもその重要性は早くから認識されて文学史における確かな地歩も確保し
ている o それらに比して，相対的に評価されてこなかったのが五山文学で，その作品はかなり知られていながらも，
研究となるといわば傍流の領域としてみなされる傾向にあった。しかし，当然、のことながら，文学作品として扱われ
るようになり，個々の作品の解読，作品の史的意義，禅僧たちの動向を背景にした展開など，ようやく研究者の注目
するところとなってきた。そのような流れを推進する一人に，筆者も位置づけられており，新進の学徒として認めら
れてきているのが現状であるD しかも，長期間にわたる五山文学の中でも，人々のあまり手を染めなかった室町初期
の人と作品に焦点を当て， í大陸文学の移入」という視点からだけではなく，禅林における漢詩文の成立とその背景
をさぐりながら，和歌，連歌，画題，能(謡曲)などとの関連を求め，主流とされてきた文学の動向と重ねることに
よって，五山文学の時代的な意義を求めていこうとしたところに，斬新な成果を得ることができたといえよう。
第一章では惟肖得巌を取り上げ，彼が定着させた詩題や他の領域への影響まで考察することによって，禅林におけ
る役割を明らかにしていく。とりわけ，五山での「橘中仙」説話が連歌の世界にまで用いられていた指摘は重要で，
禅林文学が孤立した存在ではなかったことの証左でもあろう。連歌壇や歌壇と五山とは相互に隔絶していたわけでは
なく，文学として交流があり，影響もしあっていたとなると，そのような視野をもって連歌や和歌も今後は考察して
いく必要も生じてくるであろう。第二章では江西龍派を検討の対象とし，多様な禅の語集を獲得した禅林の学僧は，
文学的な詩作に用いることばに関してはどのような過程で受容したのかを大きなテーマとして詳細な分析を進めてい
く。「多情」といったことばの概念の変遷，建仁寺霊泉院友社の存在の意義，またここでも五山と和歌とのかかわり
を『三体詩幻雲抄』から摘出していく。第一章・第二章と視点を換え，画壇とのかかわりを求めた.のが第三章の「鉄
拐仙j 像の受容と定着で，室町期物語から近世の近松や西鶴の作品にまで視野を広げて論じていく，研究方法の大き
さをも示している。
筆者の研究方法は，徹底した資料主義とも称すべき態度で，論の展開に必要な五山の資料を次々と例示し，中国の
広範囲な作品にも及び，さらに和歌や連歌，散文の例示にまで手を緩めることがない。該博な知識と，丹念な作品の
読みにより，まさにもつれた糸をほぐすように，当時の詩語の形成や詩題の伝播を解明してみせる o ただ，難をいえ
ば，大きな五山文学史を視野に入れてはいるものの，本論そのものはまだ限定された部分を論じているにすぎなく，
体系的なまとまりにまではいたっていなし」資料の制約にもよるのであろうが，今後さらにその方向で努力を積んで
ほしく思う。しかし，本論はきわめて刺激的で，意欲的な内容だけに，学界に禅益するところは大いなるものがある
であろう。本審査委員会は，本論文を博士(文学)の学位に充分ふさわしい価値を有するものと認定するo
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